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彬子女王殿下を講師に迎え、 

女性リーダーによるシンポジウムを開催。 
 

武庫川女子大学は彬子女王殿下を講師に迎え、2 月 13 日午後 1 時 30 分から、中央キャン

パス公江記念講堂で、シンポジウム「女性研究者の視点が拓く日本文化の新地平」を開催

します。 

武庫川女子大学は令和 5 年度文部科学省科学技術人材育成補助事業「ダイバーシティ研究

環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」に採択され、6 か年計画で女性研究者の

研究力強化とリーダー育成に取り組んでいます。シンポジウムはこのプログラムの一環と

して令和 5 年度から毎年１回行っています。 

3 回目となる今年は、彬子女王殿下の来学が実現。「日本文化を未来へ伝えるために」と題

し、基調講演をいただきます。 

 

彬子女王殿下は三笠宮家の御長女で、昨年 9 月、三笠宮家の御当主に就任されました。日

本美術の専門家として大学で教壇に立つ傍ら、エッセイストとしても活躍されています。

イギリス・オックスフォード大学での 6 年間の御留学体験をつづられた「赤と青のガウ

ン」は 39 万部のベストセラーとなりました。 

 

本学は戦後まもない 1947 年、復興著しい学校として昭和天皇の行幸を受けたのをはじ

め、皇太子時代の天皇陛下からも 2 度、行啓を受けています。創設者の公江喜市郎がイギ

リスのオックスフォード、ケンブリッジ両大学やイートン校での全人教育に感銘を受け、

私学教育を決意したことも、彬子女王殿下の著書のテーマと重なります。また、本学はト

ルコ・バフチェシヒル大学との交換留学等を通してトルコとのつながりも深く、この点で

も、一般社団法人「日本・トルコ協会」総裁を務められる彬子女王殿下との共通項が見ら

れます。 
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本学は 2027 年 4 月に共学化し、武庫川大学となるにあたり、「ダイバーシティと研究力で

旋風を起こす大学」をテーマに掲げています。彬子女王殿下の研究力、行動力、リーダー

シップに倣うべきところが多いと考え、多くの学生、生徒に参加を呼び掛けております。 

 

シンポジウムの概要は下記のとおり 

 

日時 2026 年 2 月 13 日（金）13：30～15：30 

場所 武庫川女子大学中央キャンパス公江記念講堂 

対象者 本学関係者、本学学生、附属中学校・高等学校生徒 

司会 塩田えみ（本学非常勤講師・ラジオパーソナリティ） 

式次第 

13：30 開会挨拶 

    髙橋享子 学長/女性研究リーダー育成推進センター長 

13：35  基調講演 

    彬子女王殿下 「日本文化を未来へ伝えるために」 

14：35 令和 7 年度「女子総合大学における挑戦的次世代リーダー育成プログラム」 

事業報告 

中尾賀要子 女性研究リーダー育成推進センター副センタ―長 

14：45 研究発表 

    加茂瑞穂 文学部歴史文化学科講師 

    「文様のさまざま―染色型紙と利活用―」 

    羽生紀子 文学部日本語日本文学科教授 

    「出版時代の文学―西鶴の画期性とは何か―」 

15：25 閉会挨拶 

    郡千寿子 副学長/文学部長 

 

 

この件に関する取材のお申込みは武庫川女子大学広報室 

Tel  0798-45-3533 

Fax 0798-45-3552 

E-mail  kohos@mukogawa-u.ac.jp 

へお願いします。  
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■メディアの方の取材について（シンポジウム）   

① 取材申し込み  申込書にご記入のうえ、Fax またはメールで広報室にお申込み

ください。（締め切り：2 月 5 日） 

② 受付   ・公江記念講堂教職員入口にお越しください。 

      受付は 12:30～13:25 です。 

   ・名刺、自社腕章をお持ちください（ないとご入場いただけません）。 

   ・手荷物検査、金属探知の検査がございます。 

         （検査済証のストラップに名刺を入れて携帯いただきます） 

         ・広報スタッフの案内で取材エリアにお進みください。 

③ 取材位置/方法  

     ・取材は各社カメラ 1 台まででお願いします。 

     ・会場内の指定エリアからの取材となります。 

 

★ムービー撮影、スチール撮影は、女王殿下の基調講演ご登壇開始から冒頭 5 分程度の撮

影となります。その他、広報スタッフの指示に従ってください。 

 

講演後、彬子女王殿下は本学上甲子園キャンパスに移動され、昭和初期の旧甲子園ホテル

を受け継ぐ甲子園会館をご見学されます。引き続き甲子園会館での取材をご希望される場

合は申込書にパターン A とご記入ください。 

 

■甲子園会館ご見学の取材について 

①  取材申し込み 申込書に甲子園会館取材のご希望を明記ください。 

②  受付      ・甲子園会館の受付は 14：00～14：45 分です。 

(シンポジウムと甲子園会館を取材する場合、講演中、14 時 10 分ごろに広報スタッフ

の案内で退席のうえ、各自で上甲子園キャンパスに移動をお願いします) 

③  取材位置/方法   

    甲子園会館玄関前→西ホール→庭園 

           20 分程度の行程の同行取材となります。 

      

注意事項 

① 女王殿下への質問はご遠慮ください。集音マイク等を向けないでください。 

② 許可した場所以外での取材・撮影は禁止いたします。 

③ 講堂ではフラッシュの使用を禁止させていただきます。 

 


